
夕張市立診療所活動報告 

~市内連携への第1歩~ 
2013.02.02. 

夕張市立診療所 

横田 久美子  森田 洋之 



夕張地域の特色 
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高齢化率：45% 

財政的資源の乏しさ 

人的資源の乏しさ 

自然環境の厳しさ 



資源マップ 

地域包括  1カ所 

診療所  5カ所 

訪問看護ST  2カ所 

ヘルパー ST  2カ所 

居宅事業所  6カ所 

老健   2カ所 

デイサービス 4カ所 

特養   1カ所 

老人ホーム  1カ所 

グループホーム 3カ所(高齢者) 

約20km 
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市立診療所の孤立 

当法人は在宅医療を推進（在宅患者数
が全人口の1%≒100名超に達した） 

各ステークホルダーとの関係 

＋有機的な連携 



拠点事業開始時点の課題 

信頼関係の再構築 

行政 

市役所 

消防 

地域包括支援センター 

医師会 

他事業所 

住民 



新たな取り組み 

5月 連携室の設置 

6月 協議の充実、連携会議の充実、ICTツール導入 

7月 ケアマネージャー向け説明会 

8月 救急・災害時の協力体制構築 

10月 診療所ニュースの充実、出張健康相談 

11月 転院搬送時の協力体制構築 

1月 市民フォーラム 

市・消防：緑 他事業所：青 住民：赤 



連携会議 

参加者 
従来： 
 訪問看護師、訪問薬剤師、看護師、
 医師、歯科医師、歯科衛生士、老
 健相談員、老健通所責任者 
新規： 
 訪問薬剤師、他事業所居宅ケアマ
 ネ、他施設リハビリスタッフ、保
 健所保健師 



ICTツールの導入 

訪問薬剤師 

いいね！ボタン 

顔写真付き 

On Timeに 

参加者全員に配信 

SSL対応 

※ガイドライン未対応 



連携室への紹介件数 

病院(市外) 地域包括 

7月 1件 

8月 0件 

9月 3件 

10月 4件 

11月 4件 2件(市外) 

12月 4件 1件(市内) 

1月 3件 1件(市内) 

徐々に紹介件数up 

➡ 認知度up 

在宅復帰は1例 

➡ 受け皿が未整備 



進捗状況 

On Going ! 

行政・消防との連携 

地域包括支援センター
との連携向上 

 ICTツール参加メン
バー間の情報共有 

連携室への紹介件数 

飲み会！ 

 

In the Near Future... 
医師会との協力体制構
築 

 ICTツールの参数up 

連携会議の参加数up 

住民への普及啓発 



現状の総括 

参加者間の連携が強化 

連携深化の障壁 

 

 

在宅医療を推進し住民ニーズに答える
ため 

より深いレベルでの 

信頼関係の構築が不可欠と想定 

要因：各ステークホルダーとの 
信頼関係の希薄さ 



これからの課題 

 

 

医療資源の連携効果を最大化には、 

信頼関係の構築が最も重要な課題 

 


